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〆馬鈴薯気中塊茎の人篤的作成と其の意義に就いて(第5報)
溢谷紀起本
Toshioki SHIBUYA Notes on the Ar七日cialForma七ionof Aerial 
Tubers in Potato and tha七Import(5) 
(1) 大小認茎生成に関与する茎の特性
髄質を有する馬鈴薯植物の茎は7)，種k様kK変貌して，蔚芽 (sprout)，地上茎 (stem)，
肢芽 (ax:illarybud)，薬 (ax:illaryshoot)，旬校 (stolon)，塊茎 (tuber)等と区別される.此
のような分化を途げつ L生長するえた態を，いま，分化的生長 (differentialgrowth)と名付 ， 
ける.そしてとの分化的生長の跡を顧みれば，必すろ 1本の茎内にも，旧い組織と新しい
組織，卸ち組織間の老幼の齢的差が見出される.然るに現在までの話論著のうちで，馬鈴
薯rD r齢jを取扱ったのは，塊茎に就いてのみ一一司例えは、JI同氏3)，田川氏等9)ーーで，
茎内の齢の分布朕況に就いての報告乃至論及は甚だ少い(但し筆者はさき7)に論及した).
一般的には， differential growthの過程にヰないて，先に分化した組織は，それよりも遅
れて分化した組織よりも，齢的に老いていると見倣される.従って馬齢薯植物では，蔵芽
当初の稚芽以外の茎にあっては，頂端に近い部位ほど若くて先端生長能に才ないて勝るので
ある (=apicaldominance2)). これは発生学的に当然の現象であるから外因環境を以てじ
ても，老幼組織の分布欣況を，殆んど変更乃至逆轄し得ない.
1個の茎の内部に4ないて，縦欣に老幼の差のある組織が，縦に蓮友っているとき，此の
茎全体に対し，たとえ徴気象的乃王土壌的に均一な係件を与えたとしても，これに対する
老幼組織の反応は，夫々異るべきととが，理論的に7象測されるのである.
筆者は， 19δ2年，春作馬鈴薯(品種，男爵)の実験に際して，恰も甘藷苗の水平挿の如
くに，その池上茎をと，塊茎分化期以前に，横伏せして，約 2cmの覆土をして沿いたとと
ろP 第1区iのよろに，横伏茎上の繰葉を有していた首位ft，主茎服塊茎11) (axillary tuber 
in main s七em)が生じた.とれら肢塊茎は，気中
塊茎と地中塊茎との中間的な塊茎に居する.そし
てとれら肢塊茎問では，先薯が小さく基警が大き
かった.斯く，同一水平面白ち同一環境のもとに
立ないても，先薯が小さく基薯が大きく主主り得たの
は， i前速の理論的議測に全く一致するから，とれ
は， で子薯の母体たる主茎の内部的主主特性， tWち，
先節の服芽と基節の腕芽とが，塊茎化能力を異に
するめととに原因すると見ねばならない.主茎で
は，頂端部位が若くて先端生長能が大である反面，
肢芽を塊茎化させ難いが，基部位では先端生長が 第 1図
比較的に小なる代りに，そとの般芽を塊茎化させ易い7).塊茎化の難易とは，塊茎化開始
*農学部作物学育種学研究室 (Laboratory of Crop Science and Plant Breeding， .Faculty of 
Agriculture) 
211 
2 山形大学紀要(農学)第1巻第3号
の遅速と一致するようであるめ ，
川廷氏めは，地下に1なげる新塊茎が，地表下略→定の深さの所に形成されて肥大した事
かふたとえ大きい薯が種薯に近い基部D節に多いことがあろうとも.それは其の場所。
外部環境によるものであって，馬鈴警のもつ本質的な
特性によるとは思われないと述べ，また山本氏等11)も
最近の論文の欄外に，地下主茎の外聞に相当する土壌
温度を可及的に，上下によ る差を無くして，馬鈴薯を
生育せしめれば，生産される新塊茎の聞には，量的に
も大いさの点でも，差がたくなるととを記載している.
とれらの実験並に穣察は，馬鈴薯植物の塊茎形成並に
分化に対し，環境係件が如何に大きく影響するかを示
すものではあるが，筆者の謂う differentialgrowthの
順序， ~pち老幼の組織が茎の下方から上方へ縦に分布
し乍ら生長するという特性を否定すると とにはたらな
ν1 
ゆえに，大小新塊茎が生やる現象に対して，環境の
みが，原因であると論断するのは尚早であってp それ
よりも寧ろ，前述までの茎の内的な特性をとそ，基本
的な原因と見倣さねばなら注いであろう.
(2) 気中塊茎形成の終点としての花梗
ナス科作物の花に 2・4-Dを附着させて，種子の無い
第2図 軍需結果を起す試みは，最近行われ来たつため玲筆
者も1952年春作馬鈴薯K，wire--ringingを施して気中塊茎を作り，更にそとに生じた花に
対し， 2 ・ 4~D0.05%液を噴霧す 第1表装肢体温の配列分布扶態(品種:男鰐)
るととによって軍露結果?をも l I 
葉 肢位置 I・葉肢体温 |気温叉は地温 I(Aト(B)I
たらした(第2図.此の写真で (A) (B) 
も上方気中塊茎が小さく，下方
気中塊茎が大きいという既報の
傾向カヂ)7)明瞭であるL
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18.6 1.6 
同一主茎上に， 気中塊茎と皐
篤結果とが生じた欣態を観察す
ると，花梗発生の葉般が，るた
かも，気中塊茎形成の最怒限界
点に当っ ているかの如くでる
る.いま，花梗発生の葉肢を基
点として，葉肢の体湿の垂直配
列を測定した結果を示せば第1 (註)第 l 表の測定値は，開花期@:Dち 6 月 6 日 ~6 月 12 日の
衰のとむりである. 最高気温時にtherrno-coupleによって測定されたものの卒均J
第1表によれば、 1本C地上 値である.概ね，直日射が無かった
茎の葉肢り温度は，上方肢から下方肢に向うに従?て，降下して~þ ，低温友葉肢ほど，
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其処に塊茎を形成させ易いと言い得る.併し， 花梗発生の葉披の温度並にそれと外囲温度
との偏差にほ特別なものを見出せなかったから， .花梗発生の葉肢の特異性を，其処の温度
の点からは発見出来主主い.必そらく，花橿肢は，花梗を発生したととに依って，其処を同
化物質が韓流して止ます勺従って隈塊茎が生ぜや，気中塊茎形成の最絡限界点とならぎる
を得たく怒ったと解し得ょう.
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Summary 
1)・Two~inds of opinion have been stood about the size of new tuber in po七ato
plant. The one is that the size of each new tuber resembles in a same condition， bu七
the 0むher，on the contrary，七hesize surely differs on each part of mother stem. The 
former is the theory from the environmental point of view and the latter is tha七
from the embryological point .?f view. 
By the present auther， the la七terwas 七ac~led from his experimental observa七ions
that the proces of the. uifferential growth formed such senility and juvenility at 
downward and upward in a stem that the .senile 'parむhadlarge tuber and juvenile 
part had small tuber. 
2) The peduncles， everying applied with 0.05% 2.4-D， had the parthenocarpical 
berries.at top. These pedunculate axiles were seen to be the limits of theaerial tube-
rization， for the conversal substances did never stop there to accumul~te， bu七fouhd
these way to the berries. 
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